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キ
ル
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
多
様
な

人
材
を
受
け
入
れ
る
環
境
に
よ

り
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

健
康
保
険
証
の
新
規
発

行
停
止
後
（
12
月
２
日
以
降
）

の
対
応
に
つ
い
て

　

12
月
２
日
を
も
っ
て
保
険
証

の
新
規
発
行
が
停
止
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
短
期
保
険
証
も
発

行
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

は
何
ら
か
の
納
税
が
あ
れ
ば
期

限
付
き
の
短
期
保
険
証
が
発
行

さ
れ
た
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う

な
取
扱
い
に
な
る
の
か
、
ま
た

無
保
険
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

な
救
済
措
置
が
あ
る
の
か
問
う
。

　
　
　
12
月
２
日
以
降
は
、
１

年
以
上
前
の
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
が
あ
っ
た
場
合
、
特
別

療
養
費
の
支
給
（
医
療
機
関
の

窓
口
で
10
割
負
担
）
と
な
る

資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
。
た

だ
し
、
今
年
度
に
限
り
、
昨
年

度
の
12
月
１
日
以
降
に
一
部
で

も
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が

あ
っ
た
場
合
は
、
来
年
７
月
31

日
ま
で
の
保
険
証
を
交
付
す
る
。

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
「
三

年
目
公
募
」
の
撤
廃
に
つ
い
て

　

２
０
２
０
年
度
に
始
ま
っ
た

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、

国
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
試

験
な
し
で
再
任
用
で
き
る
回
数

が
原
則
２
回
ま
で
と
例
示
さ
れ
、

多
く
の
自
治
体
が
３
年
目
に
公

募
試
験
を
行
っ
て
き
た
。
今
回

総
務
省
は
６
月
26
日
に
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
事
務
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
し
、「
三
年

目
公
募
」
規
定
を
撤
廃
し
た
こ

と
を
通
知
し
た
。
本
市
と
し
て
、

こ
の
通
知
を
受
け
て
今
後
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
う
か
問
う
。

　
　
　
国
の
期
間
業
務
職
員
の

任
用
に
お
け
る
回
数
制
限
が
廃

止
さ
れ
た
が
、
本
市
は
、
平
等

取
扱
の
原
則
等
に
よ
り
、
再
度

の
任
用
は
連
続
２
回
ま
で
と
考

え
て
い
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

変
化
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る
ス

渡
辺
和
幸
　
議
員

タ
ー
の
活
用
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　

市
営
住
宅
に
つ
い
て

　
風
呂
設
置
に
つ
い
て
、
設
備

の
リ
ー
ス
等
を
活
用
し
、
入
居

者
の
負
担
軽
減
策
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
障
が
い

者
専
用
住
宅
の
浴
室
を
使
い
勝

手
が
よ
く
な
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
市
長
の
考
え
を

問
う
。

　
　
　

　
　
　
リ
ー
ス
等
の
活
用
も
含

め
、
今
後
の
入
居
者
の
負
担
軽

減
策
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
取
組
状
況
等
の
調
査
研
究
及

び
円
滑
に
入
浴
さ
れ
て
い
る
か
、

調
査
を
行
う
。
車
椅
子
を
利
用

さ
れ
て
い
る
入
居
者
が
、
入
浴

を
含
め
日
常
生
活
を
円
滑
に
行

え
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
か
、

検
討
を
行
う
。

      

　
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

　
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第

23
条
第
４
項
に
「
い
じ
め
を
行
っ

た
児
童
等
に
つ
い
て
教
室
外
で

学
習
を
行
わ
せ
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
則
っ
た
対
応
を
お
願
い

し
た
い
が
教
育
長
の
見
解
を
問

う
。 

ま
た
「
直
方
市
い
じ
め
ゼ

ロ
を
目
指
し
、
首
長
部
局
が
専

門
家
を
活
用
し
、
い
じ
め
の
初

動
か
ら
対
策
を
行
な
え
る
仕
組

み
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。 

　
　
　

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
い
じ
め
ら

れ
た
側
が
教
室
外
で
学
習
す
る

ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、
今
後
も
い

じ
め
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の
安

心
安
全
な
学
校
生
活
を
担
保
す

る
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。
市
長
部
局
で
専
門
職
に

よ
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
の

は
難
し
い
た
め
、
ま
ず
は
福
岡

県
い
じ
め
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ン

質
問 宮

園
祐
美
子
　
議
員

答
弁

質
問

答
弁

      

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
等
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て　
近
年
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

特
に
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
こ
こ
数
年
新
聞
や
テ
レ
ビ

等
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
で
報
道

さ
れ
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
市
役
所
も
例
外
で
は
な
く
、

カ
ス
ハ
ラ
が
起
き
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
学
校
も
含
め
（
モ
ン

ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
）
カ
ス
ハ

ラ
は
職
員
、
教
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
不
調
の
増
加
や
業
務

効
率
の
低
下
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
、
休
職
・
離
職

等
の
人
材
流
出
、
就
業
希
望
者

の
減
少
に
よ
る
人
材
確
保
の
困

難
等
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て

く
る
。

　
そ
こ
で
カ
ス
ハ
ラ
の
市
役
所
、

学
校
で
の
現
状
と
こ
れ
ま
で
の

質
問 矢

野
富
士
雄
　
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁



      

市
長
の
政
治
姿
勢
と
都
市

像
及
び
政
策
立
案
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て

　
市
長
は
令
和
６
年
度
所
信
表

明
で
30
数
項
目
に
わ
た
り
、
具

体
的
に
方
向
性
を
示
さ
れ
た
こ

と
は
評
価
す
る
が
、
そ
れ
を
基

に
各
部
局
は
政
策
立
案
し
、
予

算
要
求
、
市
長
が
決
裁
し
て
実

現
す
る
の
が
手
順
だ
が
、
私
は

こ
の
間
議
会
の
都
度
市
長
の
考

え
を
質
し
て
き
た
が
、
そ
の
姿
、

形
が
全
く
見
え
な
い
。
改
め
て

市
長
の
都
市
像
と
指
導
性
に
つ

い
て
問
う
。

       

市
民
が
生
き
生
き
と
感
じ

る
都
市
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
、

文
化
や
産
業
が
栄
え
た
直
方
の

地
の
利
を
活
か
し
、
福
岡
県
の

中
で
直
方
の
存
在
価
値
を
示
し

て
い
き
た
い
。
山
積
す
る
課
題

に
は
、
職
員
の
能
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、
大
学
や
専
門
家
の

知
恵
と
力
を
借
り
、
ど
う
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
す
る
か
考

のおがた議会だより
8

対
応
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
対

策
を
問
う
。

        

本
市
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
窓
口

や
電
話
対
応
等
に
お
い
て
発
生

し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。
現
在
は
複
数
の
職
員
に
よ

る
対
応
等
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
方
針
策
定
と
と
も
に
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
可
能
な
対

策
か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。

　
　
　

答
弁

　
　   

新
幹
線
新
駅
の
設
置
に
つ

い
て

　
植
木
地
区
へ
の
新
幹
線
新
駅

の
設
置
に
関
し
て
、
直
近
に
行

わ
れ
た
商
工
会
議
所
で
の
新
幹

線
新
駅
勉
強
会
と
産
業
振
興
セ

ミ
ナ
ー
の
内
容
も
踏
ま
え
、
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
開
発

や
整
備
費
用
の
圧
縮
、
地
域
の

主
要
企
業
と
の
機
運
醸
成
な
ど

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
い
、

具
体
的
な
取
組
を
求
め
る
。

　
　
　
９
月
定
例
会
後
、
近
隣

自
治
体
等
の
事
務
方
へ
の
働
き

か
け
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
庁
内

関
係
課
で
、
市
の
取
り
組
め
る

課
題
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し

て
い
る
。
新
産
業
団
地
周
辺
の

産
業
振
興
施
策
と
新
幹
線
新
駅

の
設
置
を
一
体
的
に
捉
え
た
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
で
形
に
で
き
る
よ
う
、

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。。

　
　
　

多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス

こ
こ
っ
ち
ゃ
の
活
用
に
つ
い
て

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
一
時
託
児
施
設
、
飲
食
・
物

販
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
た
複
合
施

設
と
し
て
、
昨
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
こ
こ
っ
ち
ゃ
」。
現

在
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
、

学
生
を
含
め
た
多
様
な
方
々
が

自
由
に
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
を
提
案

す
る
。

　
　
　
11
月
現
在
の
来
館
者
数

は
１
，
２
５
２
人
。
同
施
設
は
、

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
と
し

て
の
機
能
を
高
め
、
商
店
街
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
テ
ー

ブ
ル
の
開
放
な
ど
も
含
め
、
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
「
交

流
エ
リ
ア
」
の
よ
り
よ
い
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
。　
　

質
問 安

永
浩
之
　
議
員

答
弁

質
問

え
、
職
員
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　
植
木
メ
カ
ト
ロ
ビ
ジ
ネ

ス
タ
ウ
ン
の
将
来
展
望
に
つ
い

て
（
ア
ド
ッ
ク
ス
、
旧
筑
豊
高

校
跡
地
、
旧
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
の
活
用
に
つ
い
て
）

　
植
木
メ
カ
ト
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
タ

ウ
ン
に
隣
接
し
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
が
立
地
す
る
。
世
界
的
に

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
国
際
的

に
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
地
域

の
未
来
像
と
こ
の
際
、
旧
筑
豊

高
校
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
カ
レ
ッ

ジ
跡
地
を
活
用
し
た
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
と
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
市
の
専
門

部
署
設
置
を
求
め
る
が
本
市
の

見
解
を
問
う
。

　
　
　
直
方
・
鞍
手
新
産
業
団

地
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致

を
目
標
に
開
発
を
進
め
て
い
る
。

植
木
地
区
は
、
旧
筑
豊
高
校
、
ア

ド
ッ
ク
ス
福
岡
本
館
及
び
別
館

を
活
用
し
、
情
報
通
信
産
業
な
ど

の
「
新
産
業
」
の
研
究
開
発
を

担
う
地
域
と
し
て
発
展
し
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
関
係

課
が
連
携
し
、
同
地
区
の
将
来

像
を
描
く
協
議
を
進
め
て
い
く
。

野
下
昭
宣
　
議
員

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
市
が
把
握
し
て
い
る
こ

ど
も
食
堂
は
７
か
所
で
あ
り
、

開
設
日
や
費
用
な
ど
は
、
各
こ

ど
も
食
堂
で
異
な
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
広
報
、
財
政
的
な
支
援

を
続
け
て
い
く
。

　
　
　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た

の
改
修
工
事
に
つ
い
て

　
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
の
大

規
模
改
修
工
事
が
や
が
て
始
ま

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
工
事

内
容
や
期
間
に
つ
い
て
、
ま
た

駐
車
場
の
増
設
計
画
等
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
ユ
メ
ニ
テ
ィ
及
び
図
書

館
合
わ
せ
、
令
和
８
～
９
年
度

に
か
け
て
２
か
年
で
の
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。
ユ
メ
ニ
テ
ィ

に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ル
の
吊
り

天
井
改
修
を
メ
イ
ン
に
、
空
調

機
器
の
改
修
等
を
行
う
。
駐
車

場
は
南
側
駐
車
場
で
８
台
の
増
、

北
側
で
は
増
設
の
予
定
は
な
い
。

入
口
付
近
の
車
寄
せ
に
つ
い
て

は
改
修
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
直
方
市
こ
ど
も
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
昨
年
12

月
に
「
こ
ど
も
大
綱
」
を
発
表

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
都
道
府

県
や
市
町
村
に
は
「
こ
ど
も
計

画
」
の
策
定
が
努
力
義
務
と
し

て
課
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に

お
け
る
「
こ
ど
も
計
画
」
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
本
市
の
こ
ど
も
計
画
は
、

国
の
こ
ど
も
大
綱
や
福
岡
県
の

こ
ど
も
計
画
の
方
針
を
踏
ま
え

つ
つ
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、

教
育
ほ
か
関
係
部
署
と
と
も
に

策
定
し
て
い
く
。

　
　
　

市
内
に
お
け
る
こ
ど
も

食
堂
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
市
内
に
は
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど

も
食
堂
」
が
数
か
所
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
多
く
は
有
志
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
運

営
の
状
況
と
本
市
の
支
援
内
容

質
問 草

野
知
一
郎
　
議
員

て
、
廃
棄
証
明
の
提
出
を
条
件

と
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
学
校
で
は
、
ネ
ッ
ト

い
じ
め
等
か
ら
守
る
た
め
に
、

個
人
情
報
に
つ
い
て
、
誹
謗
中

傷
の
発
信
禁
止
、
ネ
ッ
ト
情
報

の
真
偽
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
等

の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
行
っ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
無
料
で
使
え
る
部

分
が
あ
る
性
的
自
画
撮
り
防
止

対
策
を
は
じ
め
、
子
ど
も
を
ネ
ッ

ト
犯
罪
か
ら
守
る
ア
プ
リ
「
コ

ド
マ
モ
」
の
周
知
も
校
長
会
議

等
を
通
じ
て
行
い
た
い
。

　
　
　

　
　
　
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
組

に
つ
い
て

　
ネ
ッ
ト
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
友
達

と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
、
被

害
に
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多

発
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
子
ど

も
た
ち
の
状
況
と
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
犯
罪
等
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
る
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
児
童
・
生
徒
配
布
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
来
年
度
全
て
新
機

種
へ
変
更
予
定
で
あ
る
。
そ
の

際
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
の
情
報
の

消
去
に
つ
い
て
は
、
業
者
に
確

実
な
消
去
依
頼
と
証
明
書
の
提

出
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
復
元
不

可
能
な
状
態
で
の
廃
棄
に
つ
い

答
弁

質
問 紫

村
博
之
　
議
員

　
　   

各
法
人
（
一
般
社
団
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
や
団
体
等
に
対

す
る
本
市
の
助
成
（
補
助
金
等
）

に
つ
い
て

　
本
市
に
は
、
本
市
の
い
ろ
い

ろ
な
計
画
や
事
業
に
関
し
て
、

本
市
と
同
じ
方
向
性
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
る
各
種
団
体
や
法

人
等
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の

活
動
は
、
本
市
の
計
画
や
事
業

を
補
完
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に

既
に
い
ろ
い
ろ
な
助
成
は
あ
っ

て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
団
体

や
法
人
も
ま
た
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
在
助
成
等
受
け
て

い
る
団
体
や
法
人
等
に
は
更
に

手
厚
く
、
ま
た
助
成
等
を
受
け

て
い
な
い
団
体
や
法
人
等
に
は

少
し
で
も
何
ら
か
の
助
成
等
が

で
き
な
い
か
、
本
市
の
姿
勢
や

見
解
に
つ
い
て
問
う
。

髙
宮
　
誠
　
議
員

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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仙

　
２
０
２
５
年
は
昭
和
１
０
０
年

で
あ
る
。
昭
和
は
激
動
の
時
代
と

言
わ
れ
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
の

混
乱
、
そ
の
後
の
高
度
成
長
、
バ

ブ
ル
崩
壊
、
そ
し
て
デ
フ
レ
に
よ

る
不
況
、
時
代
も
平
成
、
令
和
と

移
り
、
近
年
に
お
い
て
は
急
激
な

少
子
高
齢
化
、
地
震
や
異
常
気
象

に
よ
る
大
災
害
等
た
く
さ
ん
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。
世
界
に
目

を
転
ず
れ
ば
、
東
西
冷
戦
、
冷
戦

終
結
後
の
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
こ
こ
数
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
中
東
や
近
隣
諸
国
の
情
勢
等
々

日
々
変
化
し
て
お
り
、
何
よ
り
大

き
な
関
心
事
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

で
あ
る
。
こ
の
水
仙
が
出
た
と
き

は
就
任
後
で
、
ど
う
世
界
が
変
わ
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
私

達
は
地
に
足
を
つ
け
、
現
実
を
見

て
進
み
、
世
界
の
安
定
と
平
和
を

望
む
の
み
で
あ
る
。

　 

※
本
稿
執
筆
は
令
和
６
年
12
月
23
日

２
月
21
日
（
金
）
提
案
説
明

　
　
22
日
（
土
）
休
会
（
休
日
）

　
　
23
日
（
日
）
休
会
（
休
日
）

　
　
24
日
（
月
）
休
会
（
休
日
）

　
　
25
日
（
火
）
一
般
質
問

　
　
26
日
（
水
）
一
般
質
問

　
　
27
日
（
木
）
一
般
質
問

　
　
28
日
（
金
）
一
般
質
問

３
月
１
日
（
土
）
休
会
（
休
日
）

　
　
２
日
（
日
）
休
会
（
休
日
）

　
　
３
日
（
月
）
休
会
（
議
案
考
査
）

　
　
４
日
（
火
）
質
疑

　
　
５
日
（
水
）
休
会
（
議
案
考
査
）

　
　
６
日
（
木
）
質
疑

　
　
７
日
（
金
）
委
員
会

　
　
８
日
（
土
）
休
会
（
休
日
）

　
　
９
日
（
日
）
休
会
（
休
日
）

　
　
10
日
（
月
）
委
員
会

　
　
11
日
（
火
）
委
員
会

　
　
12
日
（
水
）
委
員
会

　
　
13
日
（
木
）
採
決

12

・
本
会
議
、
各
常
任
委
員
会
の

開
議
は
、
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

・
日
程
、
開
議
時
間
は
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
助
成
制
度
と
し
て
は
、

主
に
補
助
金
と
施
設
使
用
料
の

減
免
が
あ
る
。
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
補
助
対
象
の
内
容
や
目

的
が
、
公
益
上
必
要
で
あ
る
か

ど
う
か
等
を
判
断
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
等
を
所
管
す
る
部
署

が
、
交
付
要
綱
を
制
定
し
、
要

綱
に
則
っ
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。
市
内
で
は
様
々
な
分

野
で
多
く
の
団
体
等
が
活
動
し

て
い
る
が
、
公
費
に
よ
る
補
助

と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
様
に
交

付
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
施
設
使
用
料
の
減
免
に

つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
規
定
に
則
っ
た
使
用
料
の

免
除
を
行
っ
て
い
る
。
他
の
施

設
で
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
学
校
の
部
活
動
で
の
使
用

と
い
っ
た
場
合
に
は
、
検
討
の

余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

答
弁

布
を
実
施
。
今
後
も
支
援
に
繋

が
る
施
策
を
行
う
。

　
　
　

山
部
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
Ａ
Ｓ
Ｏ
跡
地
に
お
買
物

の
で
き
る
ス
ー
パ
ー
等
誘
致
に

つ
い
て

　
山
部
に
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
Ａ
Ｓ
Ｏ
が
、
５

月
１
日
に
閉
店
と
な
り
、
西
校

区
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
大
変
困

ら
れ
て
い
る
。
宮
若
市
で
は

２
０
２
２
年
末
に
閉
店
し
た

ス
ー
パ
ー
サ
ン
キ
ュ
ウ
若
宮
店

の
跡
地
に
５
，
０
０
０
万
円
の

助
成
金
を
設
け
て
、
ト
ラ
イ
ア

ル
Ｇ
Ｏ
が
出
店
し
て
い
る
。
本

市
で
も
同
様
の
制
度
を
設
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
本
市
の
見
解

を
問
う
。

　
　
　
本
市
で
は
現
在
「
直
方

市
生
活
利
便
施
設
立
地
促
進
事

業
費
補
助
金
」
が
あ
り
、
中
心

拠
点
か
つ
Ｊ
Ｒ
直
方
駅
か
ら
半

径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
不
足
し

て
い
る
ス
ー
パ
ー
等
の
誘
致
を

目
指
し
て
お
り
、
対
象
地
域
を

拡
大
す
る
予
定
は
な
い
。

　
　
　

直
方
市
の
不
登
校
・
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
実
態
と
対

策
に
つ
い
て

　

全
国
で
不
登
校
生
徒
が
36
万

人
を
超
え
、
11
年
連
続
増
加
し

て
い
る
。
本
市
の
現
状
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。
合
わ

せ
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

把
握
に
つ
い
て
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
も
問
う
。

        

令
和
５
年
度
市
内
小
学
校

全
２
，
９
８
５
人
中
96
人
、
市

内
中
学
校
全
１
，
５
２
１
人
中

１
５
０
人
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
そ
の
対

策
と
し
て
児
童
・
生
徒
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
学
力
補

充
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
派
遣
等
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
対
策
の
た
め
の
事
業
へ
の

応
募
は
あ
る
。
11
月
に
認
知
度

向
上
の
集
中
取
組
で
チ
ラ
シ
配

質
問 澄

田
和
昭
　
議
員

質
問

答
弁

答
弁
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